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安
井
息
軒
の
経
典
注
釈
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
『
論
語
集
説
』
を
中
心
に
一

金

培

一
、

ｧ
軒
の
『
論
語
』
研
究

　
安
井
息
軒
（
名
は
衡
、
字
は
仲
平
、
一
七
九
九
～
一
八
七
六
）
の
著
作
の
う
ち
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
『
弁
妄
』
及
び
『
田

子
纂
詰
』
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
従
来
あ
ま
り
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
彼
が
生
涯
の
う
ち
最
も
力
を
注
い
だ
の
は
『
論
語
集

説
』
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
儒
家
の
経
典
に
対
す
る
注
釈
に
は
、
他
に
も
『
毛
詩
嚢
疏
』
、
『
左
伝
輯
釈
』
が
存
在
し
て
い
る
が
、

『
論
語
会
商
』
こ
そ
息
軒
の
力
作
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
既
に
飯
肥
藩
の
藩
儒
で
あ
っ
た
息
軒
は
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
七
月
、

四
十
五
歳
の
時
、
江
戸
の
藩
邸
で
『
論
語
』
の
講
義
を
始
あ
た
。
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
十
一
月
、
四
十
六
歳
に
な
っ
た
息
軒
は
江
戸

番
町
振
袖
坂
に
あ
る
自
宅
に
開
い
た
「
三
下
塾
」
で
『
論
語
』
の
講
釈
を
開
始
す
る
。
そ
し
て
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
九
月
に
は

『
論
語
各
説
』
の
清
書
に
着
手
し
、
そ
し
て
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
八
月
、
七
四
才
の
時
、
『
論
語
集
説
』
の
全
書
が
完
成
し
た
。
翌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

月
に
は
旧
年
置
綿
知
事
伊
東
祐
帰
に
よ
り
、
書
騨
稲
田
左
兵
衛
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
つ
ま
り
弘
化
年
間
に
飯
肥
藩
主
が
『
管
子
』
を
手
に

し
て
息
軒
に
質
問
し
た
時
か
ら
、
幕
を
開
け
、
つ
い
に
は
清
の
儒
者
か
ら
も
評
価
さ
れ
た
『
隠
子
纂
詰
』
（
慶
応
元
年
，
（
一
八
六
五
）
二

月
刊
行
）
を
生
む
に
至
る
後
半
生
に
お
い
て
、
同
時
に
進
行
し
て
い
っ
た
も
の
が
『
論
語
』
の
研
究
で
あ
っ
た
。
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（
2
）

　
『
論
語
理
説
』
の
執
筆
は
、
現
実
に
対
す
る
失
望
の
後
、
再
び
修
身
の
工
夫
に
復
帰
し
よ
う
と
し
て
、
儒
家
の
基
本
的
経
典
で
あ
る

『
論
語
』
に
帰
っ
て
来
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
息
軒
は
『
論
語
集
説
』
の
序
文
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
然
ら
ば
則
ち
聖
入

の
道
は
、
豊
に
他
有
ら
ん
や
。
身
を
工
む
る
に
始
ま
り
、
物
を
済
す
に
終
わ
る
。
…
…
古
経
を
研
究
し
、
誓
っ
て
為
す
所
有
ら
ん
と
欲
す

る
も
、
才
、
時
と
違
い
、
屯
轍
遷
し
、
一
日
も
其
の
身
を
安
ん
ず
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
頽
然
と
し
て
既
に
老
い
た
り
。
是
に
於
い
て
意
を

二
途
に
絶
ち
、
専
ら
力
を
撰
述
に
用
う
。
」
つ
ま
り
、
時
代
が
自
ら
に
与
し
な
い
と
知
り
、
身
を
引
い
て
著
述
と
い
う
大
事
業
に
転
向
し

た
時
、
彼
が
選
ん
だ
の
が
『
論
語
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
息
軒
が
自
ら
の
学
問
を
後
世
に
残
し
た
い
と
思
っ
た
時
、
一
番
に
選
択

し
た
の
が
『
論
語
』
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
『
論
語
』
は
他
の
す
べ
て
の
経
典
を
総
合
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
彼

は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
聖
人
の
道
は
、
易
、
其
の
源
を
啓
き
、
詩
・
書
、
其
の
義
を
説
き
、
二
二
・
春
秋
、
其
の
法
を
陳
べ
て
、
論
語
、

会
興
し
て
之
を
融
合
す
。
大
な
る
か
な
、
道
や
。
所
謂
集
め
て
之
を
大
成
す
る
者
に
非
ず
や
。
」
（
『
論
語
集
説
』
自
序
）
こ
れ
こ
そ
息
軒

の
『
論
語
』
に
対
す
る
態
度
に
他
な
ら
な
い
。
『
論
語
集
説
』
は
こ
の
よ
う
な
動
機
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
旧
飲
肥
藩
主
伊
東

祐
相
が
、
序
を
付
し
て
「
余
嘗
て
聞
く
、
論
語
砂
美
は
翁
の
最
も
力
を
用
う
る
所
な
り
と
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
従
来
、
こ
の
『
論
語
集
説
』
に
関
す
る
研
究
は
そ
の
価
値
に
比
し
て
十
分
に
為
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
最
近
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

目
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
町
田
三
郎
氏
の
「
『
論
語
集
説
』
の
こ
と
1
古
今
ノ
長
ヲ
取
り
短
ヲ
舎
テ
ー
」
や
、
連
清
吉
氏
の
「
安
井
息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

軒
：
集
日
本
考
証
学
的
大
成
、
二
、
『
論
語
学
説
』
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
息
軒
の
『
論
語
』
注
釈
の
基
本
的
態
度
・
特
色
を
、

客
観
性
や
公
正
さ
を
重
ん
じ
、
注
釈
の
際
に
各
家
の
説
を
採
り
入
れ
た
と
い
う
点
に
見
て
い
る
。
だ
が
、
実
は
諸
家
の
説
を
採
用
す
る
注

釈
法
は
『
論
語
集
説
』
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
一
八
七
〇
年
、
七
十
二
才
の
時
原
稿
が
完
成
し
た
『
左
伝
輯
釈
』
や
、
昭
和
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

（
一

緕
O
二
）
に
よ
う
や
く
『
崇
文
叢
書
』
に
収
録
さ
れ
た
『
毛
詩
輯
疏
』
も
、
基
本
的
に
こ
の
諸
家
の
説
を
採
用
す
る
と
い
う
特
色
を

持
っ
て
い
る
。
ま
た
『
論
語
学
説
』
で
息
軒
が
採
用
し
た
解
釈
法
に
つ
い
て
、
上
記
の
両
氏
は
い
ず
れ
も
、
安
井
息
軒
が
『
論
語
』
の
篇

章
の
順
序
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
で
は
、
そ
れ
が
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
の
よ
う

な
独
自
性
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
意
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か

な
ど
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『
論
語
話
説
』
で
息
軒
が
採
用
し
た
解
釈
法
を
具
体

一
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的
に
整
理
分
析
し
、
そ
れ
を
通
し
て
息
軒
の
『
論
語
』
注
釈
の
全
貌
を
見
、
古
学
派
の

性
や
、
そ
こ
に
内
包
さ
れ
て
い
る
意
義
、
及
び
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

『
論
語
』
注
釈
の
発
展
過
程
に
於
け
る
そ
の
継
承

一
一

A
『
論
語
旧
説
』
の
注
釈
法

　
彼
の
経
典
注
釈
の
方
法
を
具
体
的
に
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
『
論
語
集
説
』
の
構
成
を
見
て
お
き
た
い
。
『
論
語
集
説
』
は
本
文
の
後

に
、
「
集
解
」
（
何
等
）
、
「
集
疏
」
、
「
案
」
の
注
が
附
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
明
治
四
十
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
漢
文
大
系
』
本
に
は
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ら
に
編
者
服
部
宇
之
吉
に
よ
っ
て
朱
子
の
『
集
注
』
が
「
手
締
」
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
四
種
類
の
注
が
存
在
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、
息
軒
自
身
に
よ
る
注
釈
は
「
集
疏
」
と
「
案
」
の
部
分
で
あ
る
。
「
集
疏
」
と
は
「
自
序
」
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
参
ず
る
に
旧

追
録
す
る
所
の
諸
家
の
説
を
以
て
し
」
た
注
釈
で
あ
る
。
息
軒
は
数
多
く
存
在
す
る
『
論
語
』
の
注
釈
中
、
最
も
適
当
で
あ
る
と
考
え
た

注
釈
を
引
用
し
て
「
集
疏
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
「
集
疏
」
の
部
分
に
も
、
息
軒
自
身
の
意
見
が
加
え
ら
れ
て
い
る
場
合
も
有
る
が
、
そ

れ
は
主
と
し
て
引
用
し
た
諸
々
の
注
釈
が
果
た
し
て
妥
当
な
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
関
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
「
自
序
」
に
「
参
ず

る
に
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
集
疏
」
は
あ
く
ま
で
『
論
語
』
理
解
の
た
め
の
補
助
的
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
一
方
、
「
案
」
は
息
軒
自
身
に
よ
る
注
釈
で
あ
る
。
「
集
疏
」
が
先
人
の
説
の
引
用
で
あ
る
以
上
、
息
軒
が
必
ず
し
も
そ
の
説
に
満
足
で

き
る
と
い
う
保
証
は
な
い
。
満
足
で
き
な
い
場
合
は
ど
う
す
る
か
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
自
説
を
「
案
」
と
し
て
述
べ
て
ゆ
く
の
で
あ

る
。
即
ち
、
「
自
序
」
に
い
う
「
意
に
満
た
ざ
る
有
れ
ば
、
井
せ
て
愚
案
を
贅
し
」
た
部
分
が
「
案
」
な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
息
軒
の
注
釈
方
法
で
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
次
の
三
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
一
つ
は
、
「
編
輯
者
」
の
措

定
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
『
論
語
』
を
『
論
語
』
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
方
法
で
あ
り
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
は
経
・
史
・
尊
書

に
よ
る
注
釈
法
で
あ
る
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
8
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「
編
輯
者
」
の
措
定



　
『
論
語
』
を
、
『
書
債
』
や
『
易
経
』
な
ど
の
五
経
と
同
じ
く
、
「
経
」
と
し
て
絶
対
化
し
得
る
か
否
か
。
こ
れ
は
注
釈
を
加
え
る
上
で

非
常
に
大
き
な
問
題
と
な
り
、
古
来
よ
り
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
『
論
語
』
も
「
経
」
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

そ
の
一
字
一
句
も
疎
か
に
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
篇
名
や
配
列
に
さ
え
意
味
を
考
え
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
し
か
し
、
「
経
」

で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
神
経
を
使
う
必
要
は
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
論
語
』
を
「
経
」
と
見
な
す
か
否
か
で
、
そ
の
注

解
の
態
度
・
精
密
度
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
例
と
し
て
「
八
号
篇
」
の
篇
名
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
『
論
語
』
の
各
篇
が
、
そ
の
篇
の
冒
頭
に
来
る
言
葉
を
篇
名
と
す
る
体
裁
を
取
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
唯
一
「
八
倫
」
篇
の
み
は
「
孔
子
謂
季
氏
。
八
倫
舞
於
庭
…
…
」
と
あ
り
、
『
論
語
』
の
罪
名
の
付
け
方
の
体
裁
に
従
え

ば
、
本
来
「
飯
氏
」
が
黒
表
と
さ
れ
る
は
ず
な
の
に
、
「
季
春
」
を
篇
章
と
せ
ず
に
、
そ
の
後
の
「
八
侑
」
の
方
を
男
名
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
そ
の
理
由
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
な
さ
れ
、
息
軒
は
「
集
疏
」
の
中
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
梁
の
皇
侃
は

「
深
く
其
の
悪
を
責
あ
」
．
る
た
あ
に
、
季
氏
の
悪
事
で
あ
る
「
八
侑
」
を
篇
名
と
し
た
の
で
あ
る
、
と
言
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
清
の
穰

顯
は
、
「
篇
名
は
聖
人
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
そ
こ
に
殿
誉
褒
疑
の
意
図
は
な
い
。
」
と
言
い
、
皇
虚
説
を
批
判
、
篇
名
に
は
「
聖

人
の
微
意
」
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
第
三
篇
の
吉
名
が
「
八
三
」
で
あ
る
の
は
、
第
十
六
篇
の
罪
名
が
「
季
氏
」
で
あ
る
た
あ
に
、
予

め
他
の
言
葉
を
指
名
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
で
皇
侃
と
穰
顯
の
解
釈
の
相
違
が
『
論
語
』
の
雷
名
に
寓
意
が
あ
る

と
見
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
息
軒
は
こ
の
問
題
に
対
し
、
「
案
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
断

案
を
下
し
て
い
る
。

　
篇
名
、
故
よ
り
聖
人
に
出
で
ず
。
然
れ
ど
も
諸
篇
の
遇
い
次
ぐ
は
、
自
り
微
意
有
り
。
則
ち
此
篇
を
八
伯
と
名
づ
く
る
も
、
亦
、
唯
に

　
預
め
十
六
篇
の
地
を
為
す
の
み
に
あ
ら
ず
。
蓋
し
政
を
為
す
の
要
は
、
礼
楽
に
在
り
。
故
に
此
の
篇
を
以
て
為
政
に
次
ぐ
。
而
し
て
八

　
伯
は
乃
ち
舞
楽
の
名
な
り
。
故
に
取
り
て
以
て
篇
に
名
づ
け
、
読
者
を
し
て
国
を
治
む
る
の
次
第
を
知
ら
し
む
。
因
り
て
以
て
十
六
篇

　
と
相
避
く
。
是
れ
編
輯
者
の
意
な
り
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
息
軒
が
『
論
語
』
の
諸
諸
の
配
列
や
篇
名
に
、
「
編
輯
者
」
の
意
を
明
確
に
読
み
と
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

息
軒
は
、
「
真
名
は
聖
人
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
羽
佳
顯
の
説
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
こ
に
「
編
輯
者
」
の
存
在
を
措
定
す
る
こ
と
に

一9
0一



よ
っ
て
、
間
接
的
に
、
篇
名
に
聖
人
の
「
微
意
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
証
明
し
、
皇
侃
説
に
賛
成
す
る
の
で
あ
る
。

　
同
じ
く
、
「
編
輯
者
」
の
微
意
を
読
み
と
っ
て
い
る
例
と
し
て
、
「
微
子
」
篇
の
篇
名
に
付
け
ら
れ
て
い
る
「
案
」
を
挙
げ
て
み
た
い
。

先
進
よ
り
憲
問
に
至
る
ま
で
、
孔
子
の
門
弟
子
及
び
外
人
と
語
る
所
の
古
謡
聖
王
の
道
を
塗
す
。
粗
よ
り
精
に
入
る
こ
と
、
亦
、
上
上
と

同
じ
。
聖
霊
公
よ
り
陽
貨
に
至
る
ま
で
、
当
時
の
諸
侯
大
夫
の
無
道
の
事
を
思
す
る
も
、
亦
浅
よ
り
深
に
至
る
。
以
て
孔
子
は
聖
な
り
と

錐
も
、
寛
に
位
を
得
て
世
を
済
ふ
能
わ
ざ
る
の
意
を
見
す
。
是
に
於
い
て
孔
子
の
遭
遇
す
る
所
は
粗
ぼ
備
は
れ
り
。
故
に
此
の
篇
に
至
り
、

古
今
の
賢
哲
の
乱
世
に
逢
ふ
者
の
、
率
ね
世
を
避
け
物
を
絶
つ
の
事
を
載
せ
、
以
て
孔
子
は
不
遇
な
り
と
雛
も
、
猶
ほ
済
世
に
汲
々
た
る

は
、
乃
ち
大
聖
為
る
所
以
な
る
を
影
出
す
る
な
り
。
此
れ
皆
、
編
輯
者
の
微
意
な
り
。
所
謂
「
論
」
と
は
、
此
の
義
を
論
定
す
る
な
り
。

故
に
論
語
を
読
む
者
は
、
之
を
編
次
章
第
に
求
む
れ
ば
、
思
ひ
半
ば
を
過
ぎ
ん
。

　
こ
こ
で
息
軒
は
各
篇
の
配
列
に
意
味
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
先
進
篇
（
第
十
一
）
よ
り
憲
問
篇
（
第
十
四
）
ま
で
は
「
古
着
聖
王

の
道
」
を
徐
々
に
詳
し
く
述
べ
て
お
り
、
隼
人
公
篇
（
第
十
五
）
よ
り
陽
貨
篇
（
第
十
七
）
ま
で
は
、
「
当
時
の
諸
大
夫
の
無
道
の
事
」

を
徐
々
に
深
く
述
べ
て
い
る
、
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
先
進
篇
よ
り
陽
碁
手
ま
で
の
流
れ
を
受
け
た
上
で
、
’

微
子
篇
は
孔
子
が
「
大
聖
」
で
あ
る
理
由
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
の
だ
と
す
る
。
こ
れ
は
微
子
篇
に
、
孔
子
の
「
大
聖
な
る
所
以
」
と

い
う
一
貫
し
た
テ
ー
マ
を
求
め
よ
う
と
す
る
態
度
で
あ
り
、
息
軒
は
、
「
編
輯
者
」
が
こ
う
設
定
し
た
の
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
息
軒
は
「
編
輯
者
の
微
意
」
を
読
み
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
篇
名
に
は
意
味
が
あ
る
こ
と
、
各
篇
の
配
列
に
は
意
味
が
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
下
篇
に
は
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
が
存
在
す
る
こ
と
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
息
軒
の
『
論
語
』
解
釈
は
、
よ
り
広

大
な
世
界
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
言
え
よ
う
。

　
二
十
篇
の
配
列
だ
け
で
は
な
く
、
一
篇
中
の
各
車
の
配
列
の
理
由
に
つ
い
て
も
、
息
軒
は
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
八
備
篇
の

「
子
日
事
君
尽
礼
」
章
の
「
案
」
に
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
上
真
下
章
は
、
皆
魯
国
の
事
な
れ
ば
、
則
ち
此
の
章
に
論
ず
る
所
も
亦
た
、

必
ず
魯
の
事
な
り
。
凡
そ
章
旨
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
も
の
は
、
編
輯
者
、
韓
ち
章
次
を
以
て
之
を
明
ら
か
に
す
。
論
語
を
読
む
者
は
、
此

を
以
て
之
を
求
む
れ
ば
、
思
い
半
ば
を
過
ぎ
ん
。
」
ま
た
陽
晦
日
の
「
子
日
唯
上
智
與
下
愚
心
移
」
章
の
「
案
」
で
は
「
性
を
遠
く
る
の

義
、
二
章
相
恩
ち
て
始
め
て
全
し
。
故
に
連
ね
て
之
を
書
す
。
」
、
衛
雷
公
篇
の
「
子
日
君
子
義
以
歯
質
」
章
の
「
案
」
に
は
「
上
章
は
人
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と
接
す
る
の
失
を
説
き
、
黒
田
は
人
と
接
す
る
の
善
を
説
く
。
事
、
正
に
相
反
す
。
而
し
て
其
の
意
益
ま
す
明
ら
か
な
り
。
故
に
類
を
連

ね
て
之
を
書
す
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
、
一
見
単
独
で
は
「
章
旨
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
も
の
」
も
、
前
後
の
章
の
配
列
を
考
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
い
か
え
れ
ば
「
編
集
者
」
の
意
図
を
推
し
量
る
こ
と
で
、
解
決
し
得
る
と
悟
っ
た
の
で
あ
る
。
「
思
い
半
ば
を
過

ぎ
ん
」
と
い
う
言
葉
に
彼
の
自
負
が
伺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
『
論
語
』
編
者
の
各
篇
・
各
章
配
列
の
理
由
や
意
義
を
推
し
量

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

る
経
典
理
解
の
方
法
は
、
基
本
的
に
経
書
の
作
者
ま
た
は
編
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
書
物
を
作
る
方
法
や
意
図
を
考
え
、
か
つ
そ
れ
を
通

し
て
経
典
の
意
旨
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

2
『
論
語
』
に
よ
る
『
論
語
』
解
釈

　
編
者
が
各
藩
各
章
を
配
列
し
た
理
由
や
意
図
を
推
測
し
た
の
ち
、
息
軒
は
次
に
立
脚
点
を
読
者
の
方
に
移
し
、
自
分
が
読
者
で
あ
っ
た

ら
と
い
う
設
定
の
も
と
、
自
身
の
経
験
に
基
づ
い
た
旦
ハ
体
的
な
解
読
法
を
い
く
つ
か
示
し
て
い
る
。
そ
の
骨
格
と
な
っ
て
い
る
の
が
『
論

語
』
そ
の
も
の
に
よ
り
『
論
語
』
を
解
釈
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
丁
霊
公
篇
「
子
日
君
子
貞
而
不
諒
」
章
の
「
案
」
で

「
学
ぶ
者
、
経
を
以
て
経
を
解
す
れ
ば
、
多
言
を
待
た
ず
。
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
態
度
こ
そ
息
軒
の
論
語
解
釈
の
中
心
を
な
す
も
の

な
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
旦
ハ
体
的
な
例
を
見
て
い
き
た
い
。

　
息
軒
は
関
連
す
る
諸
章
を
合
わ
せ
て
、
一
章
の
意
旨
を
見
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
例
え
ば
先
進
篇
「
子
貢
需
要
師
紫
黒
也
敦
賢
」

章
を
解
釈
す
る
際
に
は
、
為
政
篇
「
子
張
学
干
禄
」
章
、
先
進
篇
「
柴
壷
屋
」
章
な
ど
、
十
章
十
二
条
の
文
を
引
用
し
、
そ
こ
か
ら
子
張

と
三
夏
の
具
体
的
人
物
像
を
描
き
出
す
と
い
う
態
度
を
取
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
牢
篇
の
「
牢
日
子
書
冊
不
試
」
章
に
お
い
て
、
「
牢
」
を
名
と
み
る
か
字
と
み
る
か
が
、
古
来
、
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
鄭

玄
は
「
凡
そ
編
輯
者
の
門
人
を
記
す
や
、
罪
を
孔
子
に
獲
る
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
必
ず
卸
し
て
名
せ
ず
。
」
と
言
う
理
由
で
「
牢
」
を
字

と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
息
軒
は
、
そ
の
引
廻
」
に
お
い
て
「
牢
は
必
ず
己
れ
名
な
り
。
字
に
非
ず
。
」
と
反
駁
す
る
。
そ
の
理

由
と
は
二
部
の
論
語
、
唯
だ
此
れ
及
び
愚
問
恥
章
の
み
、
単
に
門
人
の
名
を
挙
ぐ
。
蓋
し
両
章
は
二
人
の
者
の
自
ら
記
す
る
所
な
り
。

故
に
自
ら
其
の
名
を
書
す
。
編
輯
者
、
旧
に
傍
り
て
改
め
ず
。
故
に
他
章
に
異
な
る
の
み
。
」
ま
た
、
季
氏
篇
「
古
事
公
有
馬
千
言
」
章
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は
・
「
子
日
」
で
始
ま
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
を
朱
子
が
付
文
だ
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
息
軒
は
そ
の
「
案
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
「
凡
そ
論
語
の
例
、
古
書
古
礼
を
挙
ぐ
る
者
は
、
自
首
に
皆
『
孔
子
日
』
の
骨
無
し
。
其
の
断
言
を
下
す
に
至
り
て
、
始
め
て
之

を
置
く
。
此
の
章
及
び
下
文
の
邦
法
華
妻
章
、
微
子
葉
柳
下
恵
章
、
周
有
八
憲
章
の
属
、
序
し
て
論
ぜ
ず
。
故
に
章
中
も
亦
、
『
子
日
』

の
字
を
著
け
ず
。
閾
文
に
は
非
ざ
る
な
り
。
」
さ
ら
に
、
陽
貨
篇
「
子
日
予
欲
無
言
」
章
の
「
案
」
で
は
、
こ
の
章
の
二
つ
の
「
天
」
字

の
中
、
始
あ
の
「
天
」
は
「
夫
」
と
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
習
顯
の
説
に
反
駁
を
加
え
て
い
る
。
「
論
語
の
文
例
、
丁
寧
に
教
示
す
る
者

は
、
多
く
首
末
両
つ
な
が
ら
之
を
言
う
。
」
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
以
上
の
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
息
軒
は
あ
る
文
章
を
解

釈
す
る
場
合
、
他
の
章
も
含
め
て
、
『
論
語
』
全
体
の
文
例
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
で
、
『
論
語
』
の
文
章
の
型
式
を
導
き
出
し
、
そ
の
型

式
を
解
釈
の
際
の
基
準
と
し
て
決
断
を
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
衛
霊
公
篇
「
子
日
君
子
謀
道
不
謀
食
」
章
の
「
案
」
に
お
い
て
、
息
軒
は
「
凡
そ
其
の
中
に
在
り
と
云
ふ
者
は
、
皆
求
あ
ず

し
て
至
る
を
謂
ふ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
先
進
篇
「
子
路
曾
誓
再
有
島
西
華
侍
坐
」
章
の
「
案
」
で
は
、
「
凡
そ
古
書
の
時
を
挙
げ
て

月
を
掲
げ
ざ
る
者
は
、
孟
夏
の
時
を
以
て
言
う
な
り
」
と
も
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
論
語
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
同
一
表
現
の
例
を

帰
納
し
て
一
定
の
意
味
を
導
き
出
す
態
度
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
「
論
語
を
以
て
論
語
を
注
釈
す
る
」
態
度
は
、
『
論
語
』
を
「
他
経
」
か
ら
独
立
し
た
世
界
と
見
な
す
態
度
と

言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
「
他
経
」
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
『
論
語
』
は
、
そ
れ
だ
け
で
独
立
し
た
、
そ
の
中
で
は
各
部
分
が
相
互
に
矛
盾
し

な
い
世
界
、
筆
者
の
言
葉
で
い
え
ば
「
自
己
完
結
し
た
『
論
語
』
と
い
う
世
界
」
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
息
軒
は
こ
の
世
界
の
中
で

出
来
る
限
り
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
彼
の
論
語
解
釈
の
基
本
的
態
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
全
て
の
問
題

に
対
し
て
、
息
軒
は
杓
子
定
規
に
こ
の
方
法
を
適
用
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
学
而
篇
の
「
道
千
乗
之
国
」
章
の

「
乗
」
の
制
度
に
関
し
て
、
「
集
解
」
で
は
、
馬
融
と
六
七
の
説
が
「
義
、
疑
わ
し
。
両
つ
な
が
ら
存
す
。
」
と
し
て
併
記
さ
れ
て
い
る
。

息
軒
は
「
集
疏
」
に
お
い
て
、
「
他
経
を
以
て
論
語
を
解
す
る
は
、
何
ぞ
論
語
を
以
て
論
語
を
証
す
る
に
如
か
ん
や
。
」
と
し
て
、
『
周

礼
』
に
依
拠
し
た
馬
装
説
を
批
判
し
て
、
包
威
の
説
を
取
る
清
の
方
観
旭
の
語
（
『
論
語
偶
記
』
）
を
一
応
引
用
し
な
が
ら
も
、
「
案
」
で

は
、
結
局
「
夫
の
称
、
周
に
始
ま
れ
ば
、
則
ち
当
に
周
法
を
以
て
之
を
釈
す
べ
し
。
」
と
し
て
、
『
周
礼
』
に
よ
っ
た
馬
融
の
説
を
正
し
い
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と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
こ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
『
論
語
』
に
よ
る
『
論
語
』
解
釈
と
い
う
原
則
に
は
反
す
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
「
自
己

完
結
し
た
『
論
語
』
と
い
う
世
界
」
だ
け
で
は
、
ど
う
し
て
も
片
づ
か
な
い
問
題
が
生
じ
て
く
る
の
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
か
く
し
て
息
軒
も
必
要
に
応
じ
て
は
、
他
書
に
そ
の
解
釈
の
糸
口
を
求
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
際
、
彼
は
儒
家
経

典
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
儒
者
が
あ
ま
り
顧
み
る
こ
と
の
な
か
っ
た
歴
史
書
や
諸
子
の
書
を
使
っ
て
、
孔
子
の
生
き
て
い
た
時
代
の
時
代

性
と
い
う
面
か
ら
、
『
論
語
』
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
も
彼
の
独
自
性
が
あ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
以
下
、

息
軒
の
他
書
に
よ
る
考
証
方
法
の
面
を
具
体
的
に
見
て
み
た
い
。

3
。
経
・
史
・
子
書
に
よ
る
注
釈
法

（
一

j
経
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
息
軒
は
、
論
語
解
釈
の
上
で
、
但
裸
が
『
礼
記
』
に
偏
り
、
南
冥
が
『
孔
子
家
語
』
に
偏
っ
て
し
ま
っ
た
（
後
述
）
の
と
異
な
り
、
経

書
の
文
を
、
ま
ん
べ
ん
な
く
引
用
し
、
事
実
を
重
ん
じ
て
一
つ
の
経
書
に
偏
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
正
経
の
ほ
か
に
、
後
人
の
経
学

研
究
の
成
果
も
引
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
八
伯
母
「
哀
公
問
社
号
宰
我
」
章
の
「
案
」
で
は
、
後
漢
の
班
固
の
『
白
虎
通
』
配
電
篇
の
説

を
根
拠
と
し
、
八
型
篇
「
儀
封
人
請
見
」
章
の
「
集
疏
」
で
は
清
の
劉
敵
の
『
七
経
小
伝
』
の
説
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
泰
伯
篇

「
舜
有
臣
五
人
」
章
の
「
集
疏
」
で
は
、
清
の
李
光
地
の
『
田
村
語
録
』
を
引
用
し
、
子
妻
沼
「
子
日
衣
鳥
撃
抱
」
章
の
「
案
」
で
は
清

の
語
調
森
の
『
経
学
后
言
』
に
拠
っ
て
断
案
を
下
し
て
い
る
。
唐
の
陸
徳
明
が
経
典
の
音
義
訓
詰
を
集
あ
た
『
経
典
釈
文
』
も
、
『
論
語

集
説
』
に
は
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

（
二
）
史
書

　
息
軒
は
『
孔
子
家
語
』
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
。
公
冶
長
篇
「
軍
使
漆
彫
開
仕
」
章
、
子
牢
篇
「
牢
日
子
云
隠
事
試
」
章
、
先
進
篇

「
顔
真
死
」
章
、
憲
問
篇
「
或
問
子
産
」
章
と
い
っ
た
章
の
中
で
、
「
家
出
は
王
粛
の
偽
撰
な
り
」
と
重
ね
て
述
べ
て
い
る
。
南
冥
は

『
孔
子
家
業
』
を
信
じ
た
が
、
息
軒
は
む
し
ろ
『
史
記
』
「
孔
子
世
家
」
の
記
載
を
信
じ
た
。
し
か
し
《
彼
も
「
史
遷
、
論
語
を
解
す
る

の
言
、
未
だ
必
ず
し
も
聖
旨
を
得
ず
」
（
『
論
語
余
説
』
巻
二
、
述
而
篇
「
加
我
数
年
」
章
）
と
し
て
、
そ
れ
の
み
に
頼
る
こ
と
は
な
く
、

一
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『
史
記
』
『
左
伝
』
以
外
に
も
、
子
路
篇
「
子
日
剛
毅
木
訥
」
章
の
「
集
疏
」
で
は
『
臨
書
』
刑
法
志
の
説
を
引
用
し
、
国
宣
篇
「
子
日

為
命
」
章
の
「
集
解
」
で
は
『
後
漢
書
』
皇
后
紀
の
説
を
、
早
書
公
篇
「
子
日
言
及
之
」
章
の
「
看
護
」
で
は
『
漢
書
食
貨
志
』
の
説
を

引
用
し
て
お
り
、
法
問
篇
「
南
宮
這
問
於
孔
子
」
章
の
「
集
疏
」
に
至
っ
て
は
、
『
汲
郡
紀
年
』
（
い
わ
ゆ
る
『
血
書
紀
年
』
の
こ
と
。
正

し
く
は
『
汲
出
紀
年
』
で
み
る
が
、
漢
文
大
系
本
で
は
「
家
」
を
「
郡
」
と
し
て
い
る
。
）
と
い
っ
た
地
方
史
書
ま
で
引
用
し
て
、
「
湯
皿

舟
」
と
い
う
言
葉
が
、
『
楚
辞
・
天
間
』
に
見
え
る
「
湯
皿
舟
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
客
観
性
、
正
確

さ
を
求
あ
る
息
軒
は
、
「
史
文
尽
く
信
ず
ぺ
け
ん
や
。
」
（
衛
霊
公
篇
「
子
張
間
行
」
章
）
と
、
読
者
に
ア
ざ
バ
イ
ス
す
る
こ
と
も
忘
れ
て

い
な
い
。

（
三
）
諸
子
の
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
但
棟
の
『
論
語
徴
』
、
南
冥
の
『
論
語
野
州
』
に
は
、
事
書
の
中
で
は
特
に
老
荘
に
よ
る
『
論
語
』
の
考
証
が
多
い
が
、
息
軒
は
そ
れ

以
外
に
も
、
さ
ら
に
広
く
諸
子
の
書
を
引
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
郷
党
篇
「
席
不
正
不
起
」
章
の
「
集
疏
」
で
は
、
『
墨
子
』
非
儒
篇
を

引
用
し
て
証
明
を
行
い
、
憲
問
篇
「
憲
問
恥
」
章
の
「
集
書
」
で
は
、
『
呂
覧
』
察
微
を
引
い
て
雷
電
の
過
失
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た

同
「
子
路
日
暮
公
電
公
子
糾
」
章
で
も
『
呂
覧
』
を
引
い
て
、
こ
の
章
の
「
九
合
諸
侯
」
と
い
う
言
葉
と
、
次
章
の
「
零
落
碍
管
仲
非
仁

者
與
」
の
「
天
下
を
一
匡
す
」
と
い
う
言
葉
と
が
対
を
な
し
て
い
る
と
す
る
毛
奇
景
の
説
は
正
確
で
あ
る
と
証
明
し
て
い
る
。

ま
た
陽
竪
桟
「
子
貢
忌
日
君
子
亦
凶
悪
乎
」
章
の
「
集
疏
」
で
は
『
塩
鉄
論
』
の
説
を
引
き
、
顔
淵
篇
「
司
馬
牛
島
」
章
の
「
集
疏
」
で

も
『
塩
詰
論
』
和
親
章
の
文
を
引
い
て
、
こ
の
章
の
「
皆
為
兄
弟
也
」
と
い
う
文
に
は
「
也
」
と
い
う
字
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
『
論
語
下
説
』
に
は
、
漢
・
唐
の
古
注
、
及
び
当
時
最
新
の
清
朝
考
証
学
者
の
学
説
以
外
、
朱
子
の
新
注
や
仁
斎
・
貝

田
と
い
っ
た
邦
儒
の
説
も
一
に
偏
す
る
こ
と
な
く
公
平
な
立
場
で
幅
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
朱
子
の
新
注
を
引
用
し
た

も
の
が
、
「
集
疏
」
中
に
は
合
計
百
二
十
五
箇
所
、
「
色
盛
」
に
は
引
か
ず
、
直
接
「
案
」
の
中
で
批
評
を
加
え
て
い
る
も
の
が
、
計
十
九

箇
所
見
ら
れ
る
。
ま
た
仁
斎
の
『
論
語
古
義
』
の
引
用
も
、
「
集
疏
」
中
に
三
十
箇
所
見
ら
れ
、
「
古
謡
」
に
は
引
か
ず
、
直
接
「
案
」
の

中
で
批
判
を
加
え
て
い
る
も
の
が
計
四
箇
所
見
ら
れ
る
。
但
裸
の
『
論
語
徴
』
の
引
用
も
、
「
製
図
」
中
に
百
二
十
八
箇
所
見
ら
れ
、
「
集

一
9
5
［



疏
」
に
は
引
か
ず
、
直
接
「
案
」
の
中
で
批
判
を
加
え
て
い
る
も
の
が
計
十
二
箇
所
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
太
宰
春
台
の
『
論
語
古
訓
』

の
説
が
「
集
疏
」
中
に
三
回
、
山
井
鼎
の
『
聖
経
孟
子
考
文
』
の
説
が
、
一
箇
所
で
は
あ
る
が
「
無
断
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
儒

家
の
経
典
の
他
に
も
、
『
墨
子
』
、
道
家
の
『
老
子
』
『
荘
子
』
、
法
家
の
『
韓
非
子
』
、
雑
家
の
『
准
南
子
』
『
塩
鉄
工
』
『
呂
氏
春
秋
』
な

ど
も
広
く
引
用
さ
れ
、
『
論
語
』
を
正
確
に
読
み
解
く
上
で
の
有
益
な
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
一
を
採
っ
て
そ
の
他
を
排
す

る
こ
と
な
く
、
諸
学
を
融
合
さ
せ
た
多
角
的
な
学
問
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
極
あ
て
客
観
的
な
学
問
態
度
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
幕
末
と

い
う
時
代
に
生
を
受
け
、
儒
官
と
し
て
社
会
を
変
革
し
得
な
い
と
い
う
現
実
に
直
面
し
た
彼
は
、
「
時
事
為
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
失
意

の
中
、
精
神
的
拠
り
所
を
『
論
語
』
に
求
め
、
『
論
語
』
を
注
釈
す
る
こ
と
に
自
ら
の
存
在
価
値
を
見
出
さ
ん
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
は
古
今
東
西
最
高
の
注
釈
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
晩
年
に
息
軒
は
自
己
の
学
問
の
経
歴
を
回
顧
し
た
中
で
、
父
豊
洲
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
「
聖
人
の
道
は
大
な
り
。
七
十
子
の
賢
と
錐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

も
、
僅
か
に
其
の
偏
を
得
る
の
み
。
固
よ
り
一
家
の
説
の
能
く
尽
く
す
所
に
非
ざ
る
な
り
。
」
し
か
し
現
実
は
二
家
の
説
」
に
偏
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
と
認
識
し
た
息
軒
は
、
「
遍
く
漢
・
唐
の
諸
家
、
及
び
我
が
伊
・
物
諸
先
生
の
書
を
取
り
て
之
を
読

み
、
慌
然
と
し
て
得
る
所
有
る
者
の
如
し
。
是
に
於
い
て
益
推
し
て
之
を
広
げ
、
以
て
其
の
原
に
逢
わ
ん
こ
と
を
庶
幾
う
。
然
れ
ど
も
其

の
汎
に
し
て
統
無
き
を
恐
れ
、
必
ず
経
に
折
衷
し
、
其
の
偏
し
て
僻
に
陥
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
、
必
ず
博
く
証
し
て
深
く
之
を
究
む
。
凡
そ

意
に
否
と
謂
う
所
は
、
必
ず
反
復
し
て
、
其
の
説
を
為
す
所
以
を
思
い
、
必
ず
用
い
る
べ
か
ら
ず
し
て
、
然
る
後
脳
を
去
り
、
自
ら
謂
え

ら
く
、
古
人
復
た
生
じ
て
以
て
我
を
興
す
る
も
、
以
て
直
ち
に
対
え
て
恥
勿
か
る
べ
し
。
若
し
罷
れ
取
捨
の
謬
り
は
、
乃
ち
才
学
の
未
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

至
ら
ざ
る
も
の
に
し
て
、
好
悪
の
饗
す
る
所
に
非
ず
。
」
と
い
う
公
平
か
つ
客
観
的
な
態
度
で
学
問
を
行
っ
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
努
力
の
結
果
と
し
て
彼
は
優
れ
た
学
者
と
し
て
世
に
認
め
ら
れ
、
非
朱
子
学
者
と
し
て
は
異
例
の
昌
平
醤
の
儒
官
に
抜
擢
さ

れ
る
と
い
う
栄
誉
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
『
論
語
』
の
注
釈
書
を
著
す
こ
と
で
、
知
己
を
後
世
に
侯
つ
た
あ
に
は
、
や
は
り

今
ま
で
自
分
が
保
持
し
て
き
た
学
問
の
姿
勢
－
公
正
・
客
観
的
・
該
博
・
精
確
1
を
貫
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
き
日
の
息
軒
は
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。
「
吾
、
六
経
を
治
め
、
物
を
開
き
務
め
成
さ
ん
と
欲
す
る
も
、
不
幸
に
し
て
吾
が
道
行
わ
れ
ず
。
則
ち
之
を
文
字
に
託
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

当
に
知
己
を
天
下
後
世
に
求
む
べ
し
。
」
と
。
息
軒
が
『
論
語
集
説
』
の
執
筆
に
託
し
た
思
い
も
こ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と

一
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（
1
2
）

想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
実
際
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
息
軒
の
注
釈
態
度
は
公
正
・
客
観
的
・
該
博
・
精
確
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
彼
の
意
図
し
、
目
指
し
た
も
の
は
達
成
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
彼
は
内
藤
湖
南
や
久
保
巌
壁
、
徳
富
蘇

峰
、
服
部
宇
之
吉
氏
ら
が
絶
賛
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
漢
学
史
上
、
清
朝
考
証
学
者
に
劣
ら
ぬ
不
朽
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
の
考
証
に
幾
多
の
問
題
点
が
存
在
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
漢
学
史
を
考
え
る
上
で
決
し
て
見
落
と
す
こ

と
の
で
き
な
い
内
容
の
も
の
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
彼
の
経
典
注
釈
上
の
問
題
点
に
も
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。

三
、
『
論
語
集
説
』
の
問
題
点

　
『
論
語
集
説
』

き
た
い
。

の
問
題
点
は
、
『
孔
子
家
禽
』
『
訳
書
紀
年
』
の
二
つ
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
お

し
『
孔
子
家
語
』

「
9
7一

　
『
論
語
帯
説
』
に
は
、
伊
藤
仁
斎
や
荻
生
但
採
と
い
っ
た
古
学
派
の
先
達
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
学
で
あ
る
太
宰
春
台
や
山
井
鼎
の
説

も
引
用
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
九
州
第
一
の
但
篠
学
者
で
あ
る
亀
井
南
冥
の
説
に
は
一
言
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
な
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

で
あ
ろ
う
か
。
息
軒
は
果
た
し
て
南
冥
の
『
論
語
語
由
』
（
文
化
三
年
・
一
八
〇
六
年
刊
）
を
見
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の

理
由
に
つ
い
て
は
、
寛
政
異
学
の
禁
に
触
れ
た
「
異
学
者
」
南
冥
の
著
作
は
、
あ
ま
り
世
に
流
布
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
半
世
紀
以
上
経
っ

た
息
軒
の
時
代
に
な
っ
て
も
入
手
し
難
く
、
息
軒
と
錐
も
『
論
語
語
由
』
を
読
ん
で
は
い
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
昌
平
讐
の
儒
官
に
任

じ
ら
れ
た
経
歴
を
持
つ
た
あ
、
立
場
上
関
学
者
と
し
て
排
斥
さ
れ
た
南
冥
に
触
れ
る
こ
と
を
意
図
的
に
避
け
た
か
、
と
い
う
よ
う
な
理
由

が
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
論
語
』
解
釈
の
内
容
を
見
て
い
く
と
、
両
者
に
は
大
き
な
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
『
孔
子
虚

語
』
に
対
す
る
両
者
の
捉
え
方
の
違
い
で
あ
る
。

　
亀
井
南
冥
は
、
『
論
語
語
由
』
で
「
家
語
は
古
書
な
り
。
其
の
載
す
る
所
へ
論
語
の
粋
に
及
ば
ず
と
錐
も
、
然
れ
ど
も
論
語
と
奪
い
発



す
る
者
、
固
よ
り
多
し
。
…
…
何
ぞ
敢
え
て
之
を
謳
ふ
る
に
正
文
を
偽
増
す
る
を
以
て
せ
ん
や
。
」
（
巻
六
、
雍
也
篇
「
季
氏
使
甲
子
寵
国

費
宰
」
章
）
と
述
べ
て
、
『
家
語
』
を
重
視
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
さ
ら
に
「
按
ず
る
に
、
史
記
の
文
は
家
語
を
載
略
す
る
こ
と
、

明
白
に
し
て
疑
い
無
し
。
維
槙
・
茂
卿
は
独
り
孟
子
を
信
ず
る
の
み
。
家
語
を
蔑
如
し
て
何
く
に
か
居
る
。
」
（
巻
十
八
、
微
子
篇
「
斉
人

帰
女
楽
」
章
）
と
、
仁
斎
、
但
棟
を
指
弾
さ
え
し
て
い
る
。
南
冥
が
『
孔
子
家
語
』
を
い
か
に
重
視
し
て
い
た
か
は
、
全
書
で
四
十
五
回

も
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
南
冥
が
『
孔
子
家
業
』
を
す
べ
て
信
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
巻
五
、
公
冶
長
篇
「
子
量
子
賎
」
章
に
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
按
ず
る
に
、
本
章
は
面
告
の
語
に
非
ず
。
故
に
日
の

字
無
し
。
今
、
家
語
に
以
て
面
通
の
言
と
為
す
は
、
是
に
非
ざ
る
な
り
。
…
…
家
語
の
論
語
の
撰
に
如
か
ざ
る
所
以
な
り
。
」
こ
の
点
に

関
し
て
は
、
息
子
の
昭
陽
が
後
に
『
語
融
融
志
』
で
「
先
考
は
家
語
に
据
る
も
…
…
家
弟
に
固
執
す
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
」
（
記
号
、
先

進
篇
「
藁
筆
死
、
顔
路
請
子
之
車
」
章
）
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
冥
に
と
っ
て
『
孔
子
漫
語
』
は

『
論
語
』
を
注
解
す
る
上
で
の
重
要
参
考
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
旦
一
体
的
理
由
を
上
げ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
『
論
語
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
柄
に
は
、
『
孔
子
家
語
』
に
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
他
書
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
が
多
い
こ

と
。
例
え
ば
公
冶
長
篇
「
子
使
漆
離
開
仕
」
章
で
、
南
冥
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
点
語
に
曰
く
、
『
漆
雛
開
は
藥
人
な
り
。
字
は

子
若
。
』
と
。
…
…
子
若
の
事
蹟
は
、
他
書
に
は
以
て
参
考
に
す
べ
き
無
し
。
今
、
『
家
語
』
に
記
す
所
に
据
る
。
」
（
巻
五
）

②
『
孔
子
倒
語
』
は
、
『
論
語
』
で
な
さ
れ
て
い
る
対
話
の
由
来
、
顛
末
を
諒
解
す
る
上
で
、
よ
い
手
掛
か
り
と
な
る
こ
ど
。
例
え
ば
泰

伯
爵
「
子
日
、
好
勇
翌
冬
、
乱
悪
」
章
に
対
し
て
、
南
冥
は
、
孔
子
の
こ
の
語
は
鳥
路
の
為
に
殺
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
「
『
家
号
』
に
載
す
、
子
路
曰
く
、
傷
ま
し
き
か
な
貧
や
、
と
。
・
…
－
又
寵
す
、
…
…
佛
絆
・
弗
擾
の
叛
く
に
子
を
召

す
。
往
か
ん
と
欲
す
。
馬
路
皆
悦
ば
ず
。
不
仁
の
甚
だ
し
き
を
疾
あ
ば
な
り
。
此
の
数
者
を
以
て
之
を
言
え
ば
、
此
の
語
或
い
は
子
路
の

為
に
発
す
る
か
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。
（
巻
八
）

③
『
孔
子
家
語
』
の
記
載
と
『
論
語
』
に
記
さ
れ
て
い
る
事
実
が
合
致
し
て
い
る
こ
と
。
た
と
え
ば
陽
隷
書
「
子
謂
伯
四
日
」
章
に
は
、

孔
子
が
『
詩
経
』
を
学
ば
な
い
伯
魚
を
責
あ
、
諌
あ
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
が
、
南
冥
は
「
『
家
書
』
も
又
夫
子
の
学
を
伯
魚
に
勧
む
る

の
事
を
載
す
。
伯
魚
の
廃
惰
、
以
て
知
る
べ
き
の
み
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
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④
『
孔
子
警
語
』
の
記
載
と
、
他
の
典
籍
の
記
載
と
が
一
致
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。
た
と
え
ば
『
礼
記
』
檀
弓
と
同
じ
記
載
が
見

ら
れ
（
『
論
語
貯
砂
』
巻
十
四
、
憲
郵
亭
「
子
張
日
直
明
」
章
参
照
）
、
ま
た
『
史
記
』
の
記
載
と
合
致
す
る
箇
所
も
見
ら
れ
（
巻
十
一
、

先
進
篇
「
顔
干
死
、
顔
路
奇
計
着
雪
」
章
参
照
と
さ
ら
に
『
潜
勢
論
』
と
も
内
容
を
同
じ
く
す
る
箇
所
が
あ
る
（
巻
十
七
、
陽
貨
篇

「
子
日
、
鄙
夫
可
与
事
君
也
与
哉
」
章
参
照
）

⑤
『
孔
子
家
書
』
を
用
い
て
『
論
語
』
の
誤
字
を
比
較
校
訂
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
例
え
ば
憲
鼠
講
「
或
問
子
産
」
章
で
、
南
冥
は

『
孔
子
家
語
』
の
説
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
蕃
語
を
按
ず
る
に
、
『
子
持
、
管
仲
の
人
と
為
り
如
何
を
問
う
。
子
曰

く
、
仁
な
り
。
』
と
。
則
ち
人
の
字
は
本
仁
の
字
の
誤
り
な
る
こ
と
、
明
ら
か
な
り
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
に
対
し
て
、
息
軒
は
『
孔
子
家
語
』
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
。
彼
は
「
家
語
は
王
粛
の
偽
撰
な
り
。
当
に
史
記

を
以
て
正
と
為
す
べ
し
。
」
（
公
等
長
篇
「
子
使
漆
剤
開
仕
」
章
）
と
言
い
、
『
史
記
』
を
取
り
『
孔
子
家
語
』
を
信
じ
な
い
と
い
う
、
南

冥
と
相
反
す
る
態
度
を
と
っ
た
だ
が
、
南
冥
の
場
合
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
な
ぜ
『
孔
子
類
語
』
を
取
り
上
げ
る
の
か
そ
の
理
由
を
詳
し

く
説
明
し
て
い
る
の
に
対
し
、
息
軒
は
ど
こ
が
ど
う
問
題
で
資
料
と
し
て
使
え
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
何
の
考
証
も
し
て
い
な
い
Q
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

は
、
た
だ
「
家
語
は
王
粛
の
耳
標
な
り
」
と
繰
り
返
し
述
べ
、
『
家
語
』
を
全
く
取
り
上
げ
よ
う
と
し
な
い
。
さ
ら
に
王
粛
の
こ
と
を

「
王
小
人
」
（
子
張
篇
「
叔
孫
胸
倉
語
大
夫
於
朝
」
章
の
「
案
」
）
と
呼
ん
で
揮
ら
な
い
ほ
ど
軽
視
す
る
だ
け
で
、
最
初
か
ら
『
孔
子
家

語
』
を
問
題
に
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
ρ

　
今
本
『
家
語
』
が
「
偽
書
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
国
で
は
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
明
代
の
何
孟
春
が
『
孔
子
警
語
』
に

注
を
つ
け
た
時
、
す
で
に
王
粛
の
注
十
巻
と
『
王
広
謀
本
』
に
は
相
異
が
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
清
朝
考
証
学
で
も
、
今
本
『
孔
子
家

語
』
を
詩
話
の
偽
作
と
し
、
資
料
と
し
て
の
価
値
を
低
く
見
る
と
い
う
の
が
学
界
の
趨
勢
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
先
進

篇
「
顔
淵
死
」
章
の
「
歴
然
」
に
お
い
て
、
息
軒
は
『
家
語
』
を
考
証
資
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
毛
奇
警
の
説
と
『
蜜
語
』
は
王
粛
の

偽
作
で
あ
り
、
考
証
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
価
値
が
な
い
と
す
る
習
顯
の
説
を
取
り
上
げ
た
上
で
、
彼
自
身
は
「
案
」
に
お
い
て
「
毛

は
未
だ
家
語
の
王
粛
の
偽
造
為
る
を
知
ら
ず
。
其
の
言
、
猶
お
議
す
べ
き
者
有
り
。
当
に
羽
毛
説
を
以
て
正
と
為
す
べ
し
。
」
と
、
習
顯
の

王
粛
偽
造
説
に
同
意
し
て
い
る
。
、
こ
の
こ
と
か
ら
息
軒
が
王
粛
の
『
孔
子
家
語
』
の
真
偽
・
価
値
を
考
え
る
際
に
、
清
朝
の
考
証
学
者
の

一
9
9一



説
を
勘
案
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
息
軒
が
南
冥
の
『
論
語
』
解
釈
に
言
及
し
な
か
っ
た
理
由
は
、

『
孔
子
家
語
』
評
価
の
問
題
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
現
代
に
お
い
て
は
、
『
孔
子
家
々
』
、
の
資
料
的
価
値
が
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
河
北
省
定
県
の

八
角
牛
島
墓
か
ら
出
土
し
た
竹
簡
の
中
で
、
儒
家
に
属
す
る
竹
簡
四
種
　
　
　
『
論
語
』
『
儒
家
者
言
』
『
哀
公
問
仁
義
』
『
保
傅
伝
』

の
う
ち
、
『
儒
家
古
言
』
二
十
七
章
は
、
．
安
徽
阜
幕
無
古
堆
簡
憤
の
中
の
一
種
類
と
性
質
が
相
似
し
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
。
内
容

は
孔
子
と
そ
の
弟
子
の
言
行
が
主
で
、
し
か
も
『
説
苑
』
や
今
本
『
孔
子
半
語
』
と
深
い
関
連
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
両

者
は
『
孔
子
家
彫
』
の
原
型
と
い
う
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
湖
南
省
三
王
堆
吊
書
の
中
の
『
戦
国
縦
横
家
書
』
が
、
今
本
『
戦

国
策
』
の
原
型
で
あ
る
の
と
同
様
で
あ
り
、
多
く
の
学
者
が
『
戦
国
縦
横
家
書
』
を
窮
書
本
或
い
は
別
本
『
戦
国
策
』
と
呼
ぶ
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
『
儒
家
累
々
』
も
竹
簡
本
『
孔
子
連
語
』
と
呼
ん
で
問
題
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
孔

子
家
語
』
と
『
論
語
』
の
関
係
は
密
接
で
あ
っ
て
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
決
し
て
低
く
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
見
て
、
息
軒
の
『
家
語
』
理
解
は
、
清
朝
の
考
証
学
者
の
説
を
利
用
す
る
こ
と
で
先
進
性
を
誇
ろ
う
と
し
た
が
為
に
、

あ
る
い
は
ま
た
、
「
王
小
人
、
喜
ん
で
漢
儒
を
駁
し
、
以
て
己
の
長
を
見
わ
さ
ん
と
欲
し
、
復
た
其
の
説
の
抵
悟
し
て
通
ぜ
ざ
る
を
顧
み

ず
。
」
（
子
張
篇
「
土
製
武
叔
語
大
夫
於
朝
日
」
章
の
案
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
息
軒
自
身
、
歴
史
的
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
王
粛
と
い

う
人
物
の
人
格
に
対
し
て
強
い
不
信
感
を
持
っ
て
い
た
為
に
、
古
学
派
の
先
達
で
あ
る
南
冥
の
立
場
に
反
し
て
ま
で
『
付
語
』
の
資
料
的

価
値
を
一
切
認
め
ず
、
真
贋
を
誤
ま
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
言
い
う
る
の
で
は
な
い
か
。
今
日
か
ら
見
る
時
、
『
孔

子
家
語
』
に
関
す
る
限
り
、
息
軒
の
評
価
し
な
か
っ
た
南
冥
の
『
家
語
』
理
解
こ
そ
、
歴
史
的
に
見
て
妥
当
な
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

2
『
竹
書
紀
年
』

　
息
軒
の
古
典
理
解
に
お
け
る
問
題
は
、
『
孔
子
家
臣
』
以
外
で
は
、
『
殴
書
紀
年
』
に
関
し
て
も
指
摘
し
う
る
。
彼
は
今
本
『
竹
書
紀

年
』
を
信
頼
し
て
い
た
。
憲
適
訳
「
南
宮
這
問
於
孔
子
日
、
葬
善
射
、
界
湯
苫
舟
。
倶
不
得
其
留
書
」
章
の
「
盤
舟
」
と
言
う
言
葉
を
孔
安

国
が
「
陸
地
に
舟
を
行
る
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
息
軒
は
「
又
案
ず
る
に
、
汲
郡
紀
年
に
載
す
、
界
と
勘
郵
と
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戦
い
、
其
の
舟
を
覆
す
、
と
。
説
、
楚
僻
天
間
と
同
じ
。
乃
ち
所
謂
舟
を
湯
皿
す
な
り
。
し
と
い
う
よ
う
に
「
舟
を
覆
す
」
と
解
釈
す
る
。

そ
し
て
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
の
が
『
汲
郡
紀
年
』
（
即
ち
『
竹
書
紀
年
』
）
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
実
は
清
朝
初
期
の
顧
炎
帝
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

『
鼻
許
録
』
中
の
説
（
厳
探
「
重
湯
田
舟
」
）
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
息
軒
の
解
釈
は
顧
炎
武
の
考
証
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
息
軒
は
『
楚
辞
』
「
天
間
篇
」
に
も
見
え
て
い
る
「
湯
皿
舟
」
と
い
う
語
を
、
あ
え
て
今
本

『
竹
筒
紀
年
』
か
ら
引
い
て
証
拠
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
こ
の
今
本
『
竹
書
紀
年
』
は
文
献
学
に
見
て
、
非
常
に
問
題
の

あ
る
書
物
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
清
代
中
期
以
降
、
学
者
た
ち
の
多
く
は
、
唐
、
宋
の
旧
文
献
に
引
か
れ
て
い
る
『
副
書
紀
年
』
と
今
本

の
『
釣
書
紀
年
』
と
の
矛
盾
を
認
あ
、
盛
ん
に
研
究
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
今
本
『
竹
書
紀
年
』
は
偽
書
で
あ
る
こ
と
が
証
明

　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
顧
炎
武
と
息
軒
が
証
明
の
た
め
に
引
い
た
文
は
、
古
本
『
竹
書
紀
年
』
の
「
侠
文
」
で
は
な
く
、
ま
さ
に

晋
以
降
の
偽
作
部
分
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
息
軒
は
、
今
本
『
竹
書
紀
年
』
が
内
容
的
に
は
戦
国
の
も
の
で
は
な
く
、
宋
代

以
後
の
偽
書
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
「
紀
年
、
信
ず
る
に
足
ら
ず
と
錐
も
、
要
す
る
に
戦
国
の
時

に
出
づ
。
亦
た
取
る
べ
き
者
有
り
。
此
の
類
は
是
な
り
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
息
軒
が
「
信
ず
る
に
足
ら

ず
」
と
言
う
の
は
、
あ
く
ま
で
も
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
内
容
に
関
し
て
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
「
戦
国
の
時
に
出
」
．
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
疑
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

一血一

結
び
に
か
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
黄
陰
面
は
、
息
軒
の
学
問
を
「
殊
に
我
が
雨
量
老
め
風
有
り
」
と
言
っ
た
が
、
黄
遵
憲
の
言
う
清
儒
之
風
と
は
具
体
的
に
は
何
を
指
す

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
．
に
応
需
時
が
『
単
子
指
詰
』
の
序
を
記
し
た
際
に
述
べ
た
「
衆
説
を
縷
挙
し
、
互
い
に

　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

相
い
印
証
す
」
と
い
う
姿
勢
、
及
び
邸
凌
恪
が
『
左
傳
輯
釈
』
序
文
で
述
べ
た
「
諸
子
百
家
の
説
を
葦
あ
、
断
ず
る
に
独
見
を
以
て
す
」

と
い
う
姿
勢
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
実
際
、
嘉
慶
、
道
光
年
間
の
考
証
学
家
が
経
書
の
註
釈
を
行
う
際
、
同
類
の
或
い
は
関
連
し

た
前
人
の
研
究
成
果
を
集
め
、
羅
列
比
較
し
て
研
究
す
る
方
法
を
誰
も
が
採
用
し
て
お
り
、
例
え
ば
紬
織
楠
、
劉
墨
書
父
子
の
『
論
語
正



義
』
、
喜
連
の
『
孟
子
正
義
』
は
そ
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
衆
説
を
羅
列
し
た
の
ち
、
自
ら
の
意
見
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
三
態
父
子
の
『
論
語
正
義
』
は
息
軒
の
『
論
語
諾
諾
』
に
か
な
り
劣
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
『
論
語
正
義
』

で
劉
氏
父
子
は
わ
ず
か
に
五
分
の
一
の
経
文
に
つ
い
て
自
己
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
息
軒
は
『
為
政
』
『
里
仁
』
『
子

鳥
』
『
先
進
』
四
篇
の
篇
名
の
下
と
、
全
書
中
五
十
四
章
以
外
に
は
す
べ
て
「
案
」
語
を
付
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
息
軒
は

『
論
語
話
説
』
の
う
ち
約
五
分
の
四
の
経
文
に
自
己
の
意
見
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
梁
啓
超
に
よ
れ
ば
、
考
証
に
は
「
次
第
に
粗
製

品
（
輪
郭
）
を
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
（
諸
説
を
列
挙
し
て
比
較
し
、
そ
れ
に
対
し
て
自
己
の
意
見
を
付
け
加
え
る
も
の
）
」
と
「
已
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

緻
密
な
完
成
品
を
作
り
上
げ
る
も
の
（
自
説
を
、
例
を
取
り
上
げ
て
繰
り
返
し
証
明
し
、
そ
の
上
で
定
説
と
し
て
確
定
す
る
も
の
）
」
と

が
あ
り
、
前
者
は
、
息
軒
が
「
集
解
」
「
集
疏
」
の
中
で
、
漢
唐
の
古
注
、
朱
子
の
新
注
、
清
儒
の
説
を
羅
列
比
較
し
、
同
時
に
適
切
に

「
霧
以
為
」
と
い
う
言
葉
で
文
を
始
め
、
自
分
の
意
見
を
付
し
て
い
る
も
の
に
あ
た
り
、
後
者
は
、
濡
顔
の
下
や
各
号
の
あ
と
に
置
か
れ

た
「
案
」
語
に
相
当
す
る
。
衆
説
を
集
合
さ
せ
、
自
己
の
意
見
を
断
定
す
る
こ
の
よ
う
な
注
解
法
こ
そ
が
『
論
語
三
哲
』
の
卓
越
し
た
と

こ
ろ
だ
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
だ
が
、
清
朝
考
証
学
者
の
古
学
に
対
す
る
最
大
の
功
績
は
、
校
勘
学
で
あ
っ
た
。
長
男
は
広
く
善
本
を
集
あ
て
校
訂
し
、
こ
れ
は
さ
ら

に
六
経
の
ほ
か
に
も
参
考
に
な
り
そ
う
な
多
く
の
書
籍
に
及
び
、
最
後
に
は
諸
子
に
も
及
ん
だ
。
よ
っ
て
清
中
期
以
降
、
学
者
は
次
第
に

経
と
子
を
土
ハ
に
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
三
子
は
『
翠
経
評
議
』
を
著
し
、
さ
ら
に
『
諸
子
評
議
』
を
著
し
た
。
の
ち
の
洪
噸
燈

『
管
子
書
証
』
、
孫
論
譲
『
墨
子
聞
詰
』
、
王
先
陣
『
韓
非
子
集
解
』
な
ど
、
い
ず
れ
も
注
経
と
比
較
し
て
遜
色
な
い
優
れ
た
子
嚢
校
勘
注

釈
書
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
い
う
と
、
息
軒
の
『
管
下
纂
詰
』
も
ま
た
、
青
書
校
勘
注
釈
の
深
い
学
力
を
示
し
た
優
れ
た
著
作
で
あ

る
と
言
え
る
。
例
え
ば
梁
啓
超
が
言
う
狭
義
の
校
勘
学
の
三
種
の
方
法
の
う
ち
、
第
｝
は
「
二
つ
の
版
本
を
取
り
上
げ
て
対
照
し
、
又
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

前
人
が
証
拠
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
を
根
拠
と
し
て
、
そ
の
異
同
を
記
し
、
善
な
る
も
の
を
選
択
し
て
そ
れ
に
従
う
」
の
校
勘
法
で
あ

る
が
、
息
軒
は
昌
平
塁
所
蔵
の
元
刊
本
『
管
子
』
を
通
し
て
明
の
趙
用
賢
本
『
管
子
』
を
校
訂
し
、
さ
ら
に
先
人
猪
飼
敬
所
の
『
管
子
補

正
』
と
い
う
先
行
の
研
究
成
果
を
十
分
に
利
用
し
て
、
単
に
「
某
本
は
某
に
作
る
」
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
中
で
ど
れ
が
正
し
い
か

と
判
断
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
ま
た
第
二
の
方
法
は
「
本
書
或
い
は
他
書
の
書
証
・
反
証
を
根
拠
と
し
て
、
文
字
の
元
来
の
誤
り
を
校
正

一皿一



　
（
2
5
）

す
る
」
と
い
う
校
勘
法
で
あ
る
。
息
軒
が
採
用
し
た
の
は
専
ら
『
年
子
』
本
書
の
各
篇
に
用
い
ら
れ
た
字
句
語
法
か
ら
、
前
後
の
文
の
意

味
に
注
目
し
、
そ
れ
を
細
か
く
見
て
、
今
本
の
誤
謬
を
発
見
す
る
、
あ
る
い
は
字
義
語
彙
の
真
の
意
義
を
探
し
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
前

者
は
息
軒
の
層
の
厚
い
学
力
を
反
映
し
、
後
者
は
そ
の
学
術
的
眼
光
の
鋭
さ
、
思
考
の
緻
密
さ
を
反
映
し
、
同
時
に
彼
の
厳
正
な
品
格
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
だ
が
息
軒
が
『
管
子
壷
詰
』
で
発
揮
し
た
高
度
な
校
勘
の
学
力
も
、
『
論
語
集
説
』
・
で
は
、
版
本
の
比
較
の
際
、
多
く
は
銭
曾
、
院
元

な
ど
励
磁
の
校
勘
の
成
果
と
い
う
二
次
資
料
を
直
接
引
用
し
、
自
ら
比
較
し
た
様
子
が
見
ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は
黒
黒
の
影
響
か
、
は
た

ま
た
主
観
的
な
制
約
の
た
め
か
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
孔
子
家
世
』
や
『
罫
書
紀
年
』
に
対
し
て
は
、
最
も
根
本
の
「
純
ら
原
料
に
属
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

る
性
質
の
も
の
（
あ
る
事
項
に
つ
い
て
初
あ
て
問
題
意
識
を
も
っ
て
行
っ
た
観
察
）
」
つ
ま
り
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
の
問
題
に
つ
い
て
の

敏
感
度
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
論
語
集
説
』
に
は
、
資
料
の
引
用
、
あ
る
い
は
版
本
の
校
勘
の
際
、
清
儒
の
影
響
や
主
観
的
価
値
観
か
ら
、
確
実
な
考

証
を
経
ず
に
、
二
次
資
料
を
引
用
し
て
証
拠
と
す
る
と
い
っ
た
不
備
な
面
が
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
資
料
を
羅
列
し
集
あ
る
と
い
う
点
で
は

『
管
子
起
業
』
よ
り
遙
か
に
勝
る
が
、
校
勘
の
精
密
度
で
は
、
逆
に
『
益
子
宿
世
』
に
劣
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
我
々

は
、
『
論
語
集
説
』
以
外
、
息
軒
の
晩
年
に
著
さ
れ
た
『
左
伝
輯
釈
』
や
『
毛
詩
輯
疏
』
と
い
う
経
典
注
釈
の
性
格
に
つ
い
て
も
、
丹
念

に
考
察
を
加
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
は
今
後
の
息
軒
研
究
の
主
要
な
課
題
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

［鵬一

註

（
1
）
若
山
甲
蔵
『
安
井
息
軒
先
生
」
（
大
正
二
年
）
所
収
の
「
年
譜
概
観
」
、
黒
江
一
郎
「
安
井
息
軒
」
（
宮
崎
日
向
文
庫
刊
行
会
、
昭
和
二
十
八
年
）

　
所
収
の
「
安
井
息
軒
先
生
年
譜
」
、
川
田
甕
江
『
息
軒
安
井
先
生
墓
碑
』
（
五
弓
豊
太
郎
・
五
弓
友
太
郎
編
「
事
実
文
編
」
（
東
京
・
国
書
刊
行
会
第

　
　
一
工
場
、
明
治
四
十
四
年
七
月
）
第
四
、
六
十
九
所
収
）
を
参
照
に
し
た
。
な
お
、
『
論
語
論
説
」
は
、
こ
の
後
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
十

　
二
月
に
「
漢
文
大
系
』
の
第
一
冊
に
「
孟
子
定
本
』
「
大
学
説
』
「
中
庸
説
』
と
共
に
収
め
ら
れ
た
。



（
2
）
息
軒
は
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
昌
平
費
の
教
授
に
雑
ぜ
ら
れ
、
二
年
後
の
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
奥
州
陸
奥
の
塙
（
白
河
）
の
代
官
に

　
転
任
さ
れ
る
が
、
任
に
赴
く
こ
と
な
く
辞
し
て
い
る
。
こ
れ
は
事
実
上
、
左
遷
と
考
え
ら
れ
、
息
軒
が
昌
平
費
教
授
に
任
じ
ら
れ
た
時
点
か
ら
、
た

　
び
た
び
辞
意
を
申
し
出
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
時
事
不
可
為
」
（
安
井
息
軒
『
自
働
年
譜
」
慶
応
三
年
の
条
、
慶
応
大
学
斯
道
文
庫
蔵
）
と
述
べ
て

　
い
る
こ
と
か
ら
も
、
儒
官
と
し
て
の
彼
の
身
は
、
幕
府
か
ら
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
彼
の
進
言
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
時
勢
で
は
な

　
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
息
軒
の
親
友
で
あ
る
芳
野
金
陵
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
割
安
君
以
幕
命
教
授
茗
畏
、
尋
転

　
県
令
、
未
及
赴
任
、
幕
議
事
変
、
将
有
所
窃
用
而
不
善
、
爾
後
変
故
百
出
、
時
勢
大
更
革
。
遂
溝
形
当
世
、
専
用
力
著
作
。
」
（
安
井
氏
下
版
『
息
軒

　
遺
稿
」
巻
一
、
「
息
軒
遺
文
序
」
、
二
頁
、
安
井
千
菊
印
本
、
明
治
十
一
年
八
月
。

（
3
）
『
江
戸
の
漢
学
者
た
ち
」
所
収
。
な
お
町
田
氏
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
、
息
軒
に
関
す
る
一
連
の
研
究
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
『
江
戸
の
漢
学
者
た

　
ち
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
『
日
本
江
戸
時
代
的
考
証
学
家
及
其
学
問
」
（
台
湾
・
学
生
書
局
、
一
九
九
八
年
十
二
月
）
所
収
。

（
5
）
黒
江
一
郎
「
安
井
息
軒
」
に
よ
る
と
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
二
月
起
筆
、
六
年
に
脱
稿
。

（
6
）
朱
黒
を
附
載
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
服
部
宇
之
吉
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
息
軒
先
生
四
書
二
於
テ
モ
亦
古
註
ヲ
本
ト
シ
、
兼
ネ
テ
小
説

　
ノ
長
ヲ
取
ル
。
故
国
今
四
書
毎
章
ノ
末
二
朱
説
全
文
ヲ
附
載
シ
テ
読
者
ノ
参
考
二
便
ニ
ス
。
」
（
「
漢
文
大
系
」
（
一
）
、
「
四
書
例
言
」
）

（
7
）
も
ち
ろ
ん
「
編
集
者
」
と
い
う
言
葉
は
、
梁
の
戸
前
の
「
論
語
義
疏
」
、
後
漢
の
戸
前
の
『
論
語
』
注
に
も
見
ら
れ
、
「
論
語
」
が
後
人
に
よ
っ
て

　
編
纂
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
限
り
、
『
論
語
』
を
解
釈
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
誰
も
が
「
編
集
者
」
の
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
従
来
は
各
篇
・
各
章
個
別
的
に
編
集
者
の
意
図
を
考
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
息
軒
の
よ
う
に
『
論
語
」
全
体
の
溶
融
、
各
区
・
各
章
の

　
配
列
、
順
序
に
ま
で
、
編
集
者
の
意
図
を
及
ぼ
し
、
編
集
者
の
存
在
を
解
釈
の
上
で
の
最
重
要
事
項
と
し
て
扱
う
学
者
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
筆
者
は
「
編
集
者
の
措
定
」
と
い
う
こ
と
を
息
軒
の
『
論
語
」
解
釈
の
特
色
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

（
8
）
中
井
竹
山
は
『
非
徴
・
総
非
」
（
日
本
思
想
大
系
4
7
「
近
世
後
期
儒
家
集
」
、
東
京
・
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
三
月
、
所
収
）
の
中
で
「
卑
小
は

　
口
を
開
け
ば
六
経
を
称
す
る
も
、
然
れ
ど
も
其
の
根
拠
は
特
だ
註
記
一
経
に
在
る
の
み
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
9
）
前
掲
「
息
軒
遺
稿
」
巻
二
、
「
答
某
生
論
漢
議
書
」
三
頁
。

「
0
4

ユ
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（
1
0
）
同
上
、
三
～
四
頁
。

（
1
1
）
川
田
剛
「
息
軒
安
井
先
生
墓
銘
」
（
前
掲
「
事
実
文
編
』
第
四
、
六
十
九
、
七
一
頁
を
参
照
）
に
息
軒
の
言
葉
と
し
て
引
用
す
る
。

（
1
2
）
内
藤
湖
南
『
先
哲
の
学
問
』
（
『
内
藤
湖
南
全
集
」
第
九
巻
、
四
四
三
頁
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
七
月
、
所
収
）
、
久
保
天
雷
『
近
世
儒
学

　
史
』
（
東
京
・
博
文
館
、
明
治
四
〇
年
十
一
月
、
二
七
二
頁
）
、
若
山
甲
蔵
『
安
井
息
軒
先
生
』
（
既
出
、
二
五
五
頁
）
、
服
部
宇
之
吉
「
漢
文
大
系
』

　
　
（
＝
、
「
四
書
例
言
」
（
既
出
、
二
二
～
二
一
二
頁
）
な
ど
を
参
照
。

（
1
3
）
関
儀
一
郎
編
「
日
本
名
家
四
書
註
釈
全
書
論
語
部
下
』
（
東
洋
図
書
刊
行
会
、
大
正
十
四
年
七
月
）
所
収
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
。

（
1
4
）
公
署
長
篇
「
子
王
子
講
論
開
」
章
の
「
案
」
、
子
四
干
篇
「
牢
日
子
云
重
量
試
」
章
の
「
案
」
、
先
進
篇
「
顔
淵
死
顔
路
量
子
之
車
塵
為
之
榔
」
章
の

　
　
「
集
疏
」
、
先
進
篇
「
子
日
回
也
其
庶
乎
」
章
の
「
案
」
、
憲
問
篇
「
或
問
子
息
」
章
の
「
案
」
、
子
張
篇
「
叔
孫
武
単
語
大
夫
華
中
」
章
の
「
案
」

　
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

（
1
5
）
張
心
置
『
偽
書
通
考
』
「
子
部
・
儒
家
類
」
に
「
何
孟
春
疑
孔
安
国
序
為
王
粛
所
偽
作
、
清
直
管
多
襲
何
説
。
」
と
あ
り
、
何
孟
春
『
家
潅
注
』
に

　
　
「
未
必
非
廣
謀
之
庸
妄
（
有
所
剛
除
而
致
然
。
」
と
あ
る
。

（
1
6
）
今
本
・
「
孔
子
虚
語
』
を
王
粛
の
偽
作
と
す
る
清
朝
の
考
証
に
は
、
萢
家
相
「
家
語
証
偽
』
、
孫
志
祖
「
家
語
疏
証
』
、
・
重
要
「
孫
志
祖
「
平
語
疏

　
証
』
践
」
な
ど
が
あ
る
。

（
1
7
）
重
書
紀
年
、
帝
相
二
十
七
年
、
澆
福
野
都
、
大
量
平
面
、
覆
其
舟
滅
之
、
楚
僻
天
間
、
覆
舟
斜
郵
、
何
道
取
之
、
正
此
謂
也
。
正
時
竹
書
院
出
、

　
故
孔
安
國
注
為
陸
地
行
舟
、
而
後
人
因
之
。
（
「
日
知
録
」
巻
七
「
界
盈
舟
」
）

（
1
8
）
挑
際
恒
『
古
今
偽
書
考
」
「
史
類
・
親
書
紀
年
・
山
家
周
書
・
穆
天
子
傳
」
、
銭
大
疑
『
十
駕
齋
養
新
録
』
巻
十
三
「
竹
書
紀
年
」
、
林
春
博
「
竹

　
書
紀
年
補
証
後
案
』
、
王
三
盛
「
十
七
史
商
権
』
、
崔
述
『
考
古
誓
書
』
「
竹
書
紀
年
辮
偽
」
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。

（
1
9
）
安
井
息
軒
「
回
書
鯨
適
・
睡
鯨
漫
稿
」
、
「
讃
童
騒
適
序
」
、
東
京
・
成
章
堂
、
明
治
三
三
年
十
一
月
参
照
。

（
2
0
）
服
部
宇
Z
吉
編
「
「
漢
文
大
系
」
巻
二
一
、
一
一
頁
、
東
京
・
富
山
房
、
大
正
五
年
二
月
参
照
。

（
2
1
）
黒
江
一
郎
『
安
井
息
軒
」
四
四
頁
、
宮
崎
・
日
向
文
庫
刊
行
会
、
昭
和
二
八
年
八
月
よ
り
引
用
。

（
2
2
）
「
里
長
為
軍
制
品
者
（
腫
列
比
較
而
附
以
自
己
意
見
者
）
」
と
「
已
成
精
製
品
者
（
意
見
経
反
覆
引
証
後
嘉
節
定
説
者
）
」
（
「
中
国
近
三
百
年
学
術

一鵬一



　
史
』
附
「
清
代
学
術
概
論
」
（
台
北
・
里
仁
書
局
、
「
九
九
五
年
二
月
）
五
五
頁
）
。

（
2
3
）
こ
の
説
は
梁
啓
超
『
中
国
近
三
百
年
学
術
史
」
、
三
一
六
頁
、
及
び
「
清
代
学
術
概
論
帳
五
二
頁
、
及
び
『
支
那
學
研
究
法
」

　
第
九
巻
　
思
想
史
篇
二
』
東
京
・
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
四
年
、
所
収
、
二
九
頁
）
参
照
。

（
2
4
）
「
掌
両
本
対
照
、
或
根
拠
前
人
所
徴
引
、
記
其
異
同
、
択
善
而
蝕
し
（
『
中
国
近
三
百
年
学
術
史
』
、
三
一
六
頁
）

（
2
5
）
「
根
拠
本
書
或
他
書
的
勇
証
・
反
証
、
校
正
文
句
之
原
始
的
講
誤
」
（
同
上
、
三
一
七
頁
）

（
2
6
）
『
管
子
纂
詰
』
に
つ
い
て
は
町
田
三
郎
「
力
作
の
『
軽
子
纂
詰
』
」
（
前
掲
『
江
戸
の
漢
学
者
た
ち
』
，
所
収
）
を
参
照
。

（
2
7
）
「
純
属
原
料
性
質
者
（
対
於
一
事
項
初
下
注
意
的
観
察
）
」
（
『
清
代
学
術
概
論
」
、
五
五
頁
）

（
『嵩
煖
`
雄
全
集
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